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５月 20 日、日本高野連が今夏の第 102 回全国高等学校野球選手

権大会の中止を発表しました。選手の皆さんの落胆は筆舌に尽くし

がたいものだったと想像しています。全国大会の中止は、米騒動の

あった 1918 年の第４回大会、戦争による 1941 年の第 27 回大会

の中止から 1945 年までの中断以来、３度目であると聞いていま

す。コロナ禍による今回の中止は歴史に残る決定でした。 

愛知県高野連は、選手の皆さんに困難な中にあっても確かな気持

ちをもって前を向いて歩んでほしいという願いから県独自の大会と

して「夏季愛知県高等学校野球大会」を開催することとしました。

今、私たちが対峙しているコロナ禍は歴史の中で語られる大きな困

難であると言われています。このような中で開かれる本大会は多く

の人たちの思いが込められた特別な大会であると思っています。選

手の皆さんには出場することに誇りをもち、力いっぱいのプレーを

グラウンドで見せてほしいと願っています。時を経て今の事態を冷

静に振り返ることができるようになった頃、この経験と思いは選手

の皆さんの人生を支える糧となっていると信じています。 

終わりに、日頃から御指導をくださっている各校顧問や選手を支

える保護者の皆様をはじめとする学校関係者の方々、そして本大会

の計画と運営に御尽力をいただいた審判部、各球場関係者並びに報

道関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 


